
【禁忌】（次の患者には投与しないこと）
（１）本剤の成分に対し過敏症の既往歴のある患者。
（２）ウシ又はブタたん白質に対し過敏症の既往歴のある者。

【組成・性状】

　１． 組　成
本剤は２４０㎎中に次の成分・分量を含有する。

※※２０１３年７月改訂（第６版）
　※２００９年４月改訂

貯　　法：室温保存，気密容器
使用期限：３年
（使用期限をラベルに表示している）

総合消化酵素製剤

ケイラーゼS顆粒
 Keilase S Granules

承認番号 （０１ＡＭ）０５９０
薬価収載 １９８９年１０月
販売開始　 １９８９年１０月

日本標準商品分類番号
８７２３３９

有効成分

添 加 物

　２． 性　状
褐色の腸溶性顆粒と類白色の胃溶性顆粒の混合顆粒で，形状は
球形～だ円形顆粒である。

【効能・効果】
消化異常症状の改善

【用法・用量】
通常成人は，１回２４０㎎を１日３回食後経口投与する。
なお，年齢，症状により適宜増減する。

【使用上の注意】

　１． 相互作用
併用注意（併用に注意すること）

薬 剤 名 等

 α -グルコシダーゼ
阻害剤
　アカルボース

両剤の薬効に影響を
及ぼす可能性がある。

アカルボースはα -ア
ミラーゼ活性の阻害
作用を有するので，
炭水化物消化酵素製
剤とは作用が拮抗す
るためと考えられる。

ビオヂアスターゼ２０００ ５㎎

ニューラーゼ １５㎎

セルラーゼＡＰ３ ５㎎

膵臓性消化酵素８ＡＰ ４０㎎

プロザイム６ １５㎎

胃溶性顆粒
（類白色）

腸溶性顆粒
（褐　色）

乳糖水和物，トウモロコシデンプン，ヒドロキ
シプロピルセルロース，結晶セルロース，カル
メロースカルシウム，低置換度ヒドロキシプロ
ピルセルロース，ヒプロメロースフタル酸エス
テル，タルク

※

臨床症状・措置方法 機序・危険因子

頻　度　不　明

過　敏　症
配合成分膵臓性消化酵素８ＡＰによるくしゃみ，
流涙，皮膚発赤等

【薬 効 薬 理】

　有効成分の消化作用上の特性
胃溶性顆粒の酵素 作用基質 至適ｐＨ

ビオヂアスターゼ２０００

ニューラーゼ

セルラーゼＡＰ３

で　ん　ぷ　ん ５.０

た　ん　白　質 ６.０

繊　　維　　素 ４.５

た　ん　白　質 ３.０

脂　　　　　肪 ７.０

繊　　維　　素 ４.５

腸溶性顆粒の酵素 作用基質 至適ｐＨ

膵臓性消化酵素 ８ＡＰ

プロザイム ６

で　ん　ぷ　ん ７.０

た　ん　白　質 ８.０

脂　　　　　肪 ８.０

た　ん　白　質 ８.０

【取扱い上の注意】

（１）保管方法
湿気を避けて保存して下さい。

（２）調剤上の留意事項
調剤時に顆粒の腸溶性皮膜を破損せぬように注意すること。

（３）安定性試験
最終包装製品を用いた長期安定性試験の結果，外観及び含量等は
規格の範囲内であり，ケイラーゼＳ顆粒は通常の市場流通下におい
て３　年間安定であることが確認された。１）

【包　装】
１００ｇ，　１ ｋｇ， ５ ｋｇ

【主要文献】
　１）株式会社三恵薬品　社内資料

【文献請求先】
株式会社　三恵薬品　品質管理室
〒４４１‐８０３３  愛知県豊橋市入船町２１番地
ＴＥＬ （０５３２） ４５‐６１３６

※

※

Ａ １－１

※※

　　　 製　造　販　売　元　

株 式 会 社 　三 恵 薬 品
〒４４１- ８０３３　愛知県豊橋市入船町２１番地

　２． 副作用
本剤は使用成績調査等の副作用発現頻度が明確となる調査を実
施していない。
下記の副作用があらわれることがあるので，異常が認められた
場合には必要に応じ投与を中止するなど適切な処置を行うこと。


